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均場近似に拡張 して も同 じである. しか し､(1)の平均場臨界係数 k(Tc)に着目
すると､極めて面白い事実が見出される｡すなわち､近似的な相転点乙 がその系
の真の相転移点T:に近づくにつれて､i(Tc)は発散する.すなわち､




















カルな相転移 (いわゆるKT転移)の提唱の時期から､多 くの研究は ｢Complex
Systems｣でのエキゾティックな相転移 と関心が移 って行った.1975年の S.F.
EdwardsとP.W.Andersonのスピングラスの理論の出現により､フラス トレー ト
したスピン系の研究が益々盛んになった｡初期のうちは､スピングラスの相転移
は､通常の相転移 と全 く異質で､それまでの相転移 ･臨界現象の理論は役に立ち
そうもないと思われていたが､Landau理論の拡張である筆者の現象論に基づ く





唱された. これは､今までの有効場理論を極めて一般的に拡張 し､ トポロジカル
な相転移の研究にも役立つようにした ものである｡この理論の特徴は､可能な秩
序パ ラメータを adhocに導入 して､その有効場近似を作るところにある｡いわ











新 しい方法､すなわち､超有効場理論 とコヒーレント異常法は大いに役立つ もの
と期待 される｡
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